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勝
つ
の
は
ど
っ
ち
だ

　

９
月
28
日
、
杉
ノ
段
招
魂
墓
地
で
招
魂
祭
が
あ
り
、

小
学
生
ら
に
よ
る
奉
納
相
撲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ち
び
っ
子
力
士
ら
に
よ
る
取
り
組
み
を
観
客
ら
が
楽

し
み
ま
し
た
。（
関
連
記
事
＝
Ｐ
18
）



学校統合を考える
　

町
で
は
、
少
子
高
齢
化
や
住
民

ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
な
ど
の

社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
て
行
財

政
運
営
の
一
層
の
簡
素
化
・
効
率
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、平
成
18
年
、

長
島
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
を
発

足
し
、
長
島
町
行
政
改
革
大
綱
を
定

め
ま
し
た
。

　

大
綱
に
は
「
小
中
学
校
の
統
廃
合

に
つ
い
て
は
、
複
式
学
級
の
解
消
を

原
則
と
し
て
、
児
童
・
生
徒
へ
の
教

育
的
配
慮
を
考
慮
の
う
え
取
り
組

む
」
と
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
、
長
島
町
教
育
委

員
会
で
は
、
町
立
小
中
学
校
等
の
規

模
・
配
置
の
在
り
方
検
討
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。同
委
員
会
で
は
小
・

中
学
校
の
適
正
な
規
模
・
配
置
に
つ

い
て
協
議
を
重
ね
「
長
島
本
島
は
小

学
校
４
校
、
中
学
校
１
校
」
と
の
枠

組
み
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
各
地
区
で
住
民
説
明
会

を
開
催
し
、
議
会
、
行
政
、
学
校
、

保
護
者
や
地
域
な
ど
の
代
表
者
31
名

に
よ
る
委
員
で
構
成
す
る
、
長
島
町

立
小
中
学
校
等
統
廃
合
推
進
委
員
会

に
よ
り
、
平
成
26
年
３
月
27
日
、
長

島
本
島
地
区
の
統
廃
合
実
施
計
画
に

つ
い
て
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。

◇
小
中
学
校
統
合
・
再
編
の
経
緯
◇

○
平
成
18
年
３
月
20
日

　

新
長
島
町
誕
生

○
平
成
18
年
12
月
６
日

　

長
島
町
行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら
行
政
改
革
大
綱
答
申

○
平
成
21
年
２
月
17
日

　

長
島
町
立
小
中
学
校
等
の
規
模
・
配
置
の
在
り
方
検
討

　

委
員
会
か
ら
の
答
申

　
（
長
島
本
島
は
小
学
校
４
校
、
中
学
校
１
校
に
統
合
）

○
平
成
22
年
８
月

　

長
島
町
立
小
中
学
校
統
廃
合
基
本
計
画

　

実
施
計
画
策
定
（
９
月
）

○
平
成
22
年
11
月
12
日

　

長
島
町
立
小
中
学
校
等
統
廃
合
推
進
委
員
会
が
発
足

○
平
成
25
年
４
月

　

獅
子
島
幼
・
小
・
中
学
校
が
開
校

　
（
獅
子
島
小
学
校
と
幣
串
小
学
校
が
統
合
）

○
平
成
25
年
12
月
20
日

　

長
島
町
立
小
中
学
校
等
統
廃
合
推
進
委
員
会
開
催

　
（
委
員
31
人
）

○
平
成
26
年
３
月
27
日

　

長
島
町
立
小
中
学
校
等
統
廃
合
推
進
委
員
会
よ
り
答
申

　

昨
年
度
、
獅
子
島
地
区
で
は
、
両
町
合
併
後
、
初
の
学
校
統
合
が
実
施
さ
れ
、
獅
子
島
幼
・
小
・
中
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。
本
年
度
、
本
浦

小
学
校
が
閉
校
し
、
平
成
27
年
度
、
鷹
巣
小
学
校
と
統
合
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

将
来
の
子
ど
も
た
ち
を
育
む
教
育
に
つ
い
て
、
町
民
一
丸
と
な
っ
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　長島町の課題の一つ「学校統合・再編」―。
　とどまるところを知らない少子高齢化の波が押し寄せる中、本町において学校統合問題は、喫緊の課題となっ
ています。今後の統合・再編計画や、町教育委員会が開催した説明会での意見交換の様子をお知らせします。

こ
れ
ま
で
の
流
れ

　

長
島
町
立
小
中
学
校
等
統
廃
合
推
進
委
員
会
の

答
申
の
主
な
も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

長
島
本
島
地
区
に
お
け
る

　

統
廃
合
実
施
計
画
（
答
申
）

［
中
学
校
の
統
廃
合
］

　

免
許
教
科
外
教
科
担
任
の
解
消
や
学
習
集
団
の

弾
力
的
な
編
成
な
ど
の
た
め
に
、
本
島
で
１
校
に

編
成
す
る
。    

場　

所　

長
島
高
等
学
校
跡
地

統
合
日　

平
成
29
年
４
月
１
日

［
小
学
校
の
統
廃
合
］

　

小
規
模
小
学
校
に
お
い
て
も
、
望
ま
し
い
学
習

環
境
を
確
保
す
る
た
め
に
、
４
校
に
編
成
す
る
。

①
鷹
巣
・
本
浦
・
伊
唐

　

場　

所　

鷹
巣
小
学
校

　

統
合
日　

本
浦
小
（
平
成
27
年
４
月
１
日
）

　
　
　
　
　

伊
唐
小
（
平
成
29
年
４
月
１
日
）

②
川
床
・
田
尻

　

場　

所　

川
床
小
学
校

　

統
合
日　

平
成
29
年
４
月
１
日

③
城
川
内
・
汐
見
・
蔵
之
元

　

場　

所　

長
島
中
学
校

　

統
合
日　

平
成
30
年
４
月
１
日

④
平
尾

　
　

現
在
の
中
学
校
区
に
１
校
ず
つ
小
学
校
を
置

　

く
考
え
で
現
状
通
り
と
す
る
。

特集
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長島町の児童・生徒数の推移

児童数 生徒数 合計

※平成 34 年度以降の児童・生徒数は、国立社会保障・
人口問題研究所の将来推計人口を基にした推計です

　

本
町
で
は
、
中
学
卒
業
後
ほ
と
ん

ど
の
生
徒
が
、
島
外
の
高
校
へ
進
学

す
る
か
、あ
る
い
は
就
職
を
し
ま
す
。

　

１
つ
に
な
っ
た
長
島
で
小
中
学
校

時
代
を
一
緒
に
過
ご
し
た
と
い
う
一

体
感
を
持
っ
て
、
新
し
い
環
境
で
も

堂
々
と
自
立
す
る
た
く
ま
し
さ
や
、

互
い
に
支
え
合
う
優
し
さ
を
持
っ
て

欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

30
年
ほ
ど
前
ま
で
は
、
２
１
０
０

人
の
小
中
学
生
が
い
た
本
町
で
す

が
、
現
在
は
お
よ
そ
９
０
０
人
と
、

当
時
の
２
分
の
１
を
下
回
り
ま
す
。

児
童
生
徒
数
は
、
今
後
も
減
少
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

文
部
科
学
省
は
、
小
中
学
校
と
も

に
標
準
学
級
数
を
、
全
校
で
12
～
18

学
級
が
適
正
な
規
模
と
し
て
示
し
て

い
ま
す
。
本
町
に
お
い
て
は
難
し
い

規
模
で
す
が
、子
ど
も
た
ち
が
統
合
・

再
編
し
た
学
校
で
、
大
き
な
集
団
の

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
に
触
れ
、

認
め
合
い
、
協
力
し
合
い
、
切
磋
琢

磨
す
る
こ
と
で
、
よ
り
一
層
、
一
人

ひ
と
り
の
個
性
や
能
力
を
高
め
て
欲

長
島
町
教
育
委
員
会
の
方
針

し
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。

　

特
に
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
４
校

が
統
合
す
る
と
ク
ラ
ス
編
成
も
可
能

に
な
り
、
部
活
動
も
現
在
よ
り
多
く

の
内
容
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

教
員
数
も
、
現
在
町
内
で
最
も
多

い
教
員
が
在
籍
す
る
中
学
校
の
、
お

よ
そ
２
倍
ほ
ど
の
教
員
数
を
確
保
す

る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
町
教
育
委

員
会
と
し
て
は
「
長
島
町
立
小
中
学

校
等
統
廃
合
推
進
委
員
会
」
か
ら
の

答
申
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

下
に
紹
介
す
る
作
文
は
、
町
内
の

小
学
校
６
年
生
の
作
文
で
す
。
非
常

に
素
晴
ら
し
い
文
章
が
書
か
れ
て
い

ま
す
。

　

文
中
に
あ
る
と
お
り
、
す
べ
て
の

子
ど
も
た
ち
が
、
長
島
と
い
う
自
然

が
豊
か
で
人
情
味
溢
れ
る
こ
の
町
で

生
ま
れ
育
っ
た
と
い
う
こ
と
に
、
大

い
に
誇
り
を
持
ち
続
け
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

　

ぼ
く
の
家
は
長
島
の
北
の
方
に
あ
り
ま

す
。
目
の
前
に
は
長
島
海
き
ょ
う
。
そ
れ
を

は
さ
ん
で
天
草
の
島
が
よ
く
見
え
ま
す
。
春

に
は
じ
ゃ
が
い
も
畑
が
広
が
り
、
冬
の
空
は

出
水
の
鶴
の
通
り
道
に
な
っ
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
夕
日
は
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

　

今
日
は
、
夕
方
に
近
く
の
公
園
に
一
人
で

散
歩
に
行
き
ま
し
た
。
行
く
と
ち
ゅ
う
、
草

む
ら
か
ら
ガ
サ
ガ
サ
と
音
が
し
ま
し
た
。
見

て
み
る
と
、
し
っ
ぽ
が
10
セ
ン
チ
も
あ
る
ト

カ
ゲ
で
し
た
。
と
て
も
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。

　

公
園
に
着
い
た
ら
、
す
べ
り
台
に
上
っ
て

景
色
を
見
ま
し
た
。
夕
日
に
照
ら
さ
れ
た
ぼ

く
の
集
落
は
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
鳥
た

ち
の
鳴
き
声
、
夕
日
が
か
が
や
き
、
風
に
吹

か
れ
て
音
を
立
て
る
木
々
…
ま
る
で
自
然
の

音
楽
会
み
た
い
で
し
た
。
聞
い
て
い
て
、
と

て
も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
で
す
。

　

日
が
し
ず
む
の
に
、
ま
だ
ま
だ
明
る
い
景

色
。
そ
れ
を
見
て
い
る
と
、
ま
た
明
日
か
ら

の
１
週
間
を
が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
公
園
か
ら
見
る
海
、
島
、
畑
、
耳
を
す

ま
せ
ば
聞
こ
え
る
生
き
物
の
声
や
音
。
こ
う

い
う
長
島
の
自
然
が
、ぼ
く
は
大
好
き
で
す
。

　

次
の
ペ
ー
ジ
に
は
、
７
月
か
ら
開
催
さ
れ
た
住
民
説
明
会
で
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

「
ぼ
く
の
長
島
」

　
　
　

平
尾
小
学
校
６
年　

宮
園
仁じ

ん
え
い瑛
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第
１
回
統
合
・
再
編
説
明
会
の
概
要

　

長
島
町
教
育
委
員
会
は
、
７
月
か

ら
９
月
に
か
け
て
、
獅
子
島
を
除
く

す
べ
て
の
小
学
校
区
で
説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た
。
会
で
は
、
出
席
し
た

保
護
者
な
ど
か
ら
、
統
合
・
再
編
に

つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

○
が
推
進
意
見
、
▽
が
見
直
し
を

求
め
る
意
見
で
す
。

［ 

田
尻
会
場 

］
７
月
15
日　

参
加
者
28
名

○
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
を
考
え

な
が
ら
、
学
校
統
合
は
進
め
て
欲
し

い
。

▽
校
舎
を
新
築
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

長
島
高
校
跡
地
に
こ
だ
わ
る
必
要
が

無
い
の
で
は
。

（
教
育
長
）
長
島
高
校
跡
地
は
敷
地

が
広
大
で
、
バ
ス
が
安
全
に
回
転
で

き
、
多
く
の
部
活
動
が
実
施
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

▽
統
合
し
て
も
規
模
が
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
統
合
す
る

意
味
は
あ
る
か
。

（
教
育
長
）
学
校
同
士
の
交
流
を
続

け
て
い
く
。
中
学
校
が
統
合
す
れ
ば

教
員
数
が
約
２
倍
と
な
り
余
裕
が
で

き
る
た
め
、
小
学
校
に
出
向
き
授
業

を
す
る
な
ど
の
交
流
を
図
り
た
い
。

▽
行
事
な
ど
、
学
校
を
中
心
に
地
域

が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
学
校
が
無
く

な
る
と
空
洞
化
し
て
し
ま
う
。

（
教
育
長
）
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ

れ
の
地
区
に
住
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま

で
同
様
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
を
見

守
っ
て
い
け
る
よ
う
工
夫
し
た
い
。

［ 

川
床
会
場 

］
７
月
16
日　

参
加
者
26
名

▽
な
ぜ
平
尾
小
学
校
だ
け
が
統
合
さ

れ
ず
に
残
る
の
か
。

（
教
育
長
）
小
学
校
は
、
現
在
の
中

学
校
区
ご
と
に
統
合
す
る
と
い
う
考

え
で
あ
る
。

▽
長
島
高
校
跡
地
の
整
備
費
用
は
、

13
億
円
必
要
と
聞
く
。
２
億
円
あ
れ

ば
現
在
の
学
校
を
増
築
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
。

（
教
育
長
）
増
築
し
て
も
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
。
補
修
や
建
て
替
え

を
考
え
る
と
も
っ
と
莫
大
な
予
算
が

必
要
と
な
る
。

▽
鷹
巣
地
区
で
は
、
鷹
巣
中
学
校
を

残
し
て
欲
し
い
旨
の
陳
情
書
が
出
さ

れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
う
す
る

つ
も
り
か
。

（
教
育
長
）
鷹
巣
地
区
か
ら
の
陳
情

書
は
い
た
だ
い
て
い
る
が
、一
方
で
、

平
尾
校
区
か
ら
は
、
答
申
ど
お
り
進

め
て
欲
し
い
旨
の
要
望
書
も
い
た
だ

い
て
い
る
。

［ 

鷹
巣
会
場 

］
７
月
17
日　

参
加
者
94
名

▽
な
ぜ
鷹
巣
地
区
で
は
な
く
、
長
島

高
校
跡
地
だ
っ
た
の
か
。

（
教
育
長
）
鷹
巣
中
学
校
と
な
る
と
、

５
つ
の
教
室
が
不
足
す
る
こ
と
と
な

る
。
部
活
動
に
つ
い
て
は
、
校
庭
の

広
さ
を
考
え
た
と
き
に
、
長
島
高
校

跡
地
の
敷
地
で
あ
れ
ば
、
野
球
や

サ
ッ
カ
ー
を
同
時
に
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
が
確
保
で
き
、
子
ど
も
た
ち
も
思

い
切
り
活
動
が
で
き
る
。

▽
旧
町
に
１
校
ず
つ
と
い
う
考
え

で
、
そ
の
後
段
階
的
に
移
行
す
べ
き

だ
。

（
教
育
長
）
鷹
巣
中
学
校
の
生
徒
数

の
推
移
は
、
ほ
ぼ
横
ば
い
。
旧
長
島

町
の
中
学
校
を
合
わ
せ
て
も
１
学
年

に
１
ク
ラ
ス
し
か
維
持
で
き
ず
、
現

状
と
変
わ
ら
な
い
。
そ
う
な
る
と
、

現
在
、
他
の
学
校
で
も
同
じ
だ
が
、

複
数
の
教
員
が
、
免
許
外
教
科
（
専

門
外
）で
授
業
を
す
る
こ
と
と
な
る
。

▽
経
済
の
中
心
は
鷹
巣
で
あ
り
、
な

ぜ
鷹
巣
か
ら
中
学
校
を
無
く
す
の
か

理
解
で
き
な
い
。
統
合
が
誰
の
た
め

な
の
か
。

（
教
育
長
）
学
校
の
統
合
・
再
編
に

つ
い
て
は
、
あ
く
ま
で
も
子
ど
も
た

ち
の
将
来
の
た
め
で
、
こ
の
方
向
が

一
番
良
い
と
考
え
進
め
て
い
る
。

▽
鷹
巣
中
学
校
と
川
床
中
学
校
が
統

合
と
な
っ
た
ら
、
約
１
８
０
人
の
生

徒
が
い
る
。
こ
の
人
数
で
は
、
行
き

届
い
た
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
教
育

が
で
き
な
い
か
。

（
教
育
長
）
旧
町
に
１
中
学
校
で
は

教
育
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
。
物
的
環
境
、
人
的
環
境
も
子

ど
も
た
ち
の
将
来
を
見
据
え
て
で
き

る
だ
け
環
境
を
整
え
た
い
。

［ 

伊
唐
会
場 

］
７
月
23
日　

参
加
者
10
名

○
１
集
落
に
１
学
校
で
あ
る
た
め
集

落
と
し
て
統
合
に
賛
成
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、勉
強
す
る
の
は
子
ど
も
。

集
落
の
た
め
に
子
ど
も
を
犠
牲
に
で

き
な
い
。

▽
伊
唐
は
、
１
集
落
に
１
小
学
校
。

愛
着
心
は
他
の
地
域
の
考
え
方
と
は

比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
。
集
落
で
決

を
と
っ
た
結
果
、
統
合
に
つ
い
て
は

反
対
多
数
だ
っ
た
。

（
教
育
長
）
１
集
落
に
１
小
学
校
と

い
う
こ
と
で
愛
着
が
あ
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。
そ
の
気
持
ち
を
考
え

な
が
ら
も
、
さ
ら
に
大
き
な
集
団
の

中
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
と
い
う

よ
う
な
体
制
が
作
れ
な
い
か
と
説
明

を
し
て
い
る
。

［ 

本
浦
会
場 

］
７
月
28
日　

参
加
者
14
名

○
鷹
巣
中
は
免
許
教
科
外
の
教
科
を

教
え
て
い
る
先
生
も
い
る
。
そ
こ
は

納
得
い
か
な
い
。
大
規
模
と
は
い
え

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
４
校

が
１
校
に
統
合
す
る
こ
と
に
賛
成
し

て
い
る
。
や
は
り
専
門
の
教
員
が
教

え
た
方
が
子
ど
も
た
ち
も
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
本
浦
は
、
平
成
27
年
度
の
統
合
が

決
定
し
て
お
り
、
他
の
学
校
も
答
申

ど
お
り
に
進
め
て
欲
し
い
。

［ 

平
尾
会
場 

］
８
月
１
日　

参
加
者
99
名

○
あ
の
広
大
な
高
校
跡
地
、
あ
の
よ

う
な
面
積
の
学
校
用
地
は
長
島
に
他

に
な
い
。

○
長
島
高
校
が
統
合
さ
れ
た
当
時
、

指
江
で
も
鷹
巣
で
も
な
く
、
交
通
ア

ク
セ
ス
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
平
尾

に
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
時
代
か
ら
考

え
て
も
平
尾
が
旧
両
町
の
中
心
に

あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
現
在
の
交
通
ア

ク
セ
ス
は
当
時
よ
り
も
さ
ら
に
良
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

○
新
し
い
中
学
校
だ
が
、
40
数
年
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特
集
：
学
校
統
合
を
考
え
る

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
答
申
を

受
け
た
１
回
目
の
説
明
会
を
終

え
、
９
月
18
日
か
ら
は
、
児
童
・

生
徒
お
よ
び
未
就
学
児
の
保
護
者

の
か
た
が
た
を
対
象
に
意
見
交
換

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
３
回
目
の
意
見
交
換
会

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
意
見
に
つ
い
て

は
、
川
添
健
町
長
に
報
告
し
、
最

終
的
に
長
島
町
議
会
の
判
断
を
あ

お
ぐ
手
順
と
な
り
ま
す
。

　

町
教
育
委
員
会
で
は
、
引
き
続

き
11
月
号
で
も
学
校
統
合
・
再
編

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。 今

後
の
進
め
方

た
っ
た
古
い
校
舎
は
解
体
し
て
新
築

し
て
ほ
し
い
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
つ

い
て
は
部
活
も
活
発
に
な
る
と
思
う

の
で
、
便
数
を
増
や
す
工
夫
を
し
、

早
く
あ
の
中
学
校
へ
行
き
た
い
、
多

く
の
友
達
と
勉
強
や
部
活
動
を
一
緒

に
や
り
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
よ
う

な
学
校
を
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

［ 

汐
見
会
場 

］
８
月
25
日　

参
加
者
26
名

○
長
島
町
が
合
併
し
た
当
初
か
ら
、

汐
見
な
ど
の
小
規
模
校
に
つ
い
て

は
、
説
明
会
が
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら

10
年
近
く
経
過
し
て
い
る
。そ
の
間
、

子
ど
も
た
ち
は
育
ち
、
汐
見
小
学
校

を
卒
業
し
て
い
る
。
小
規
模
校
と
な

れ
ば
、
い
い
面
も
あ
る
が
、
ど
う
し

て
も
小
さ
い
学
校
を
出
た
が
故
に
一

歩
下
が
っ
た
状
態
で
社
会
に
出
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る
。

○
子
ど
も
た
ち
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

（
教
育
長
）
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
専

門
機
関
に
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
。

安
全
確
保
に
つ
い
て
は
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
、
相
談
体
制
に
つ
い
て
は
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
た

い
。

［ 

蔵
之
元
会
場 

］

８
月
27
日　

参
加
者
50
名

○
蔵
之
元
小
学
校
、
長
島
中
学
校
と

い
う
の
は
、
先
輩
が
た
が
築
か
れ
た

立
派
な
学
校
で
あ
る
が
、
行
く
末
を

考
え
た
と
き
に
、
自
分
た
ち
の
孫
の

世
代
で
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
と

考
え
る
。

○
子
ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
育
ん
で
い
け
た
ら
良
い
。
こ
れ
か

ら
の
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え

て
、
社
会
に
出
た
と
き
に
厳
し
い
思

い
は
そ
れ
ぞ
れ
す
る
こ
と
に
な
る
と

思
う
が
、
競
争
の
中
で
も
ま
れ
て
、

子
育
て
は
し
た
ほ
う
が
い
い
。

○
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
１
年
１

年
が
大
事
な
も
の
で
あ
る
。
地
域
住

民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
前
提

で
あ
る
が
、
早
急
に
統
合
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

［ 

城
川
内
会
場 

］

９
月
５
日　

参
加
者
60
名

▽
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
交
流
を
す
る
の

を
目
的
に
、
複
式
学
級
解
消
の
た
め

統
合
す
る
の
は
理
解
で
き
る
が
、
違

う
環
境
の
小
学
校
が
同
時
と
い
う
の

が
理
解
で
き
な
い
。

（
教
育
長
）
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
は
中

学
校
を
卒
業
し
た
ら
橋
を
渡
り
、
高

校
へ
進
学
、
あ
る
い
は
就
職
と
、
新

し
い
世
界
に
飛
び
込
ん
で
い
く
。
そ

の
中
で
、
自
分
た
ち
は
長
島
で
一
緒

に
育
っ
た
の
だ
、
長
島
の
い
い
と
こ

ろ
を
お
互
い
に
共
有
し
た
の
だ
と
い

う
一
体
感
を
持
っ
て
欲
し
い
。

○
小
学
校
は
、
学
校
ご
と
に
交
流
授

業
を
行
い
、
中
学
生
に
な
っ
た
ら
１

つ
の
学
校
と
し
て
連
帯
感
を
深
め
て

ほ
し
い
。

統合中学校として答申のあった長島高等学校跡地（写真は平成 18 年度末 閉校当時のもの）
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◇
生
ご
み
処
理
機
、
Ｅ
Ｍ
菌
と
ど
れ

も
時
間
と
手
間
が
か
か
り
断
念
し

た
。簡
単
に
で
き
る
方
法
は
な
い
か
。

［
回
答
］
キ
エ
ー
ロ
の
商
標
登
録
者

に
製
作
の
了
解
を
得
た
。
現
在
キ

エ
ー
ロ
の
製
作
中
で
、
今
後
モ
ニ

タ
ー
を
募
り
実
施
し
た
い
。

◇
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
す
る
の
で

あ
れ
ば
、
若
い
世
代
を
対
象
と
し
た

研
修
会
を
開
催
し
た
ら
ど
う
か
。

［
回
答
］
４
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
な

ど
で
希
望
者
が
い
れ
ば
出
前
講
座
な

ど
で
事
業
を
推
進
し
た
い
。

◇
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
み
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
と
キ
エ
ー
ロ

を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
み
た
い
。

［
回
答
］
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

に
つ
い
て
は
、
材
料
を
無
料
で
配
布

し
ま
す
。
キ
エ
ー
ロ
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
に
試
験
的
に
取
り
組

み
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
そ
の
後

本
格
的
な
取
組
み
を
考
え
た
い
。

◇
他
の
自
治
体
で
は
、
ご
み
の
減
量

化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
の
か
。
女
性
の
視
点
で

ご
み
の
減
量
化
を
学
ん
で
み
た
い
。

［
回
答
］
ご
み
の
分
別
、
生
ご
み
の

↑さまざまな議論が展開された商工会女性部
　員による会議

↑
土
の
中
の
バ
ク
テ
リ
ア
に
よ
っ
て
生
ご
み
が
分
解

　

さ
れ
る
『
キ
エ
ー
ロ
』。
畑
な
ど
に
据
え
置
く
タ

　

イ
プ
（
写
真
）
と
ベ
ラ
ン
ダ
タ
イ
プ
が
あ
る

女
性
の
声
を
町
政
に
生
か
そ
う

　

町
に
在
住
す
る
女
性
の
声
を
町
政

に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た

「
長
島
町
女
性
の
声
を
聴
く
１イ
チ
マ
ル
イ
チ

０
１

の
会
」
が
９
月
１
日
か
ら
４
日
の
３

日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
に
あ
る
女
性
団
体
（
長
島
町

商
工
会
女
性
部
＝
坂
口
る
み
部
長
、

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
＝
上
清
子

会
長
）
と
獅
子
島
地
区
の
女
性
代
表

者
ら
が「
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
協
議
し
た

ほ
か
、
自
由
意
見
で
は
女
性
な
ら
で

は
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
に
は
、
川
添
健
町
長
を
は
じ
め

石
塚
政
廣
副
町
長
、
村
田
研
史
教
育

長
の
ほ
か
町
職
員
が
出
席
し
、
３
会

場
合
わ
せ
て
47
人
の
女
性
と
協
議
を

行
い
、
新
た
な
生
ご
み
処
理
器
『
キ

エ
ー
ロ
』
を
紹
介
す
る
と
、
多
く
の

女
性
か
ら
「
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ
て
試

し
て
み
た
い
」
と
手
が
挙
が
り
ま
し

た
。

　

３
日
間
の
協
議
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。
協
議
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
意

見
は
３
会
場
で
と
り
ま
と
め
た
も
の

を
、
自
由
意
見
に
つ
い
て
は
主
な
も

の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
ご
と
に
掲

載
し
ま
す
。

女
性
の
皆
さ
ん
が
普
段
思
っ
て
い
る
こ
と
、
考
え
て
い
る
こ
と
っ
て
何
!?

自
家
処
理
な
ど
の
先
進
地
研
修
を
考

え
て
い
ま
す
。

◇
キ
エ
ー
ロ
を
畑
に
設
置
し
た
場

合
、
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
な
ど
の
被

害
、
生
ご
み
の
臭
い
は
な
い
の
か
。

［
回
答
］
20
㌢
以
上
掘
っ
て
か
ら
埋

め
戻
し
、
透
明
の
ポ
リ
カ
波
板
を
取

り
付
け
る
の
で
、
臭
気
や
有
害
鳥
獣

の
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
生
ご
み
の
80
％
は
水
分
と
聞
く
が

今
回
紹
介
さ
れ
た
『
水
切
り
ダ
イ

エ
ッ
ト
』
は
各
自
で
購
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
。

［
回
答
］
公
民
館
長
を
通
じ
て
各
戸

に
無
料
配
布
し
ま
し
た
。
水
切
り
ダ

イ
エ
ッ
ト
を
使
っ
て
水
分
を
切
る
こ

と
で
、
ご
み
の
減
量
化
に
つ
な
が
る

の
で
各
家
庭
で
活
用
く
だ
さ
い
。

◇
認
定
介
護
を
受
け
て
い
な
い
高
齢

者
で
、
他
の
市
町
村
に
通
院
す
る
場

合
の
助
成
は
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
全
員
に
通
院
助
成
を
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
が
、
交
通
費
な
ど

の
問
題
で
必
要
な
治
療
が
受
け
ら
れ

な
い
人
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

や
福
祉
事
務
所
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
子
育
て
支
援
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
他

の
市
町
村
の
飲
食
店
や
企
業
、
施
設

で
使
用
で
き
る
が
、
こ
の
制
度
を
知

ら
な
い
人
が
多
い
。
町
民
に
も
っ
と

広
報
活
動
し
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
関
係
機
関
と
協
議
の
う
え

町
民
全
体
へ
の
周
知
に
努
め
、
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し

情
報
共
有
を
図
り
、
対
象
者
へ
は
妊

娠
届
出
時
の
説
明
を
強
化
し
ま
す
。

◇
町
立
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

し
て
ほ
し
い
。
開
館
時
間
の
延
長
や

い
ろ
ん
な
本
を
購
入
し
貸
し
出
し
で

き
な
い
か
。
ま
た
日
曜
日
に
開
館
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
開
館
時
間
の
延
長
や
日
曜

開
館
は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
図
書
の
購
入
は
希

望
が
あ
れ
ば
考
慮
し
て
い
き
た
い
。

◇
町
内
に
遊
具
施
設
は
あ
る
が
、
集

落
内
に
す
べ
り
台
、
ブ
ラ
ン
コ
な
ど

の
遊
具
施
設
を
設
置
す
る
考
え
は
な

い
か
。

［
回
答
］
集
落
活
性
化
の
た
め
の
補

助
金
を
平
成
28
年
度
か
ら
各
集
落
に

交
付
す
る
予
定
で
す
。
地
域
の
中
で

協
議
し
、
実
情
に
合
う
も
の
を
設
置

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

「
高
齢
者
や
マ
マ
に
支
援
を
」

商
工
会
女
性
部

「
み
ん
な
が
抱
え
る
大
き
な
不
満
」

テ
ー
マ
「
ご
み
の
減
量
化
」

↑各戸に配布された水切りダイエット
　（使用方法は梱包された箱に記載）
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「
ト
イ
レ
を
も
っ
と
き
れ
い
に
」

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

◇
萩
之
牟
礼
農
村
公
園
ト
イ
レ
の
掃

除
が
さ
れ
て
お
ら
ず
ト
イ
レ
と
し
て

機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
。

［
回
答
］
受
益
者
管
理
の
ト
イ
レ
と

し
て
建
設
し
た
が
、
該
当
す
る
集
落

が
広
域
で
、
ど
の
集
落
が
管
理
す
る

か
特
定
で
き
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

し
ば
ら
く
は
町
で
管
理
し
、
今
後
は

協
定
組
織
な
ど
で
管
理
す
る
よ
う
推

進
す
る
。

◇
畜
産
臭
気
に
つ
い
て
、
改
善
命
令

は
で
き
な
い
か
。地
区
住
民
の
声（
苦

悩
）
を
理
解
し
て
ほ
し
い
。

［
回
答
］
家
畜
排
せ
つ
物
処
理
に
お

い
て
、
悪
臭
を
軽
減
す
る
よ
う
指
導

し
て
い
る
。
酵
素
や
微
生
物
資
材
を

活
用
し
悪
臭
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
。

今
後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
継
続
し

て
指
導
し
て
い
き
た
い
。

◇
温
泉
セ
ン
タ
ー
東
泉
望
の
浴
槽
内

に
、
湯
垢あ

か

が
あ
り
掃
除
な
ど
も
徹
底

さ
れ
て
い
な
い
。
町
と
し
て
現
場
指

導
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
湯
垢
を
除
去
す
る
薬
品
が

高
価
な
た
め
使
用
頻
度
が
少
な
か
っ

た
。
今
後
は
薬
品
を
定
期
的
に
使
用

し
湯
垢
対
策
を
万
全
に
し
、
高
圧
洗

浄
機
な
ど
を
適
正
に
使
用
し
た
清
掃

作
業
を
徹
底
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

◇
若
い
女
性
ら
が
使
用
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
よ
う
な
施
設
の
開
放

は
で
き
な
い
か
。
有
料
で
も
構
わ
な

い
の
で
ト
レ
ー
ナ
ー
を
置
い
て
指
導

し
て
も
ら
い
た
い
。

［
回
答
］
体
育
館
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
シ

ン
な
ど
の
道
具
を
設
置
す
る
こ
と
は

可
能
だ
が
、
ト
レ
ー
ナ
ー
の
指
導
と

な
る
と
人
件
費
が
必
要
と
な
る
。
要

望
が
多
け
れ
ば
生
涯
学
習
講
座
な
ど

で
今
後
検
討
し
た
い
。

◇
宮
ノ
浦
港
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ
は

釣
り
客
な
ど
が
使
用
し
汚
れ
て
い

る
。
管
理
は
ど
こ
に
な
る
の
か
？

［
回
答
］
宮
之
浦
港
は
県
管
理
港
湾

で
あ
り
、
当
初
旅
客
船
が
寄
港
し
て

い
た
た
め
地
元
で
管
理
す
る
よ
う
お

願
い
し
て
い
た
。
地
元
で
ト
イ
レ
の

必
要
性
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
必

要
で
あ
れ
ば
他
の
港
湾
同
様
に
地
元

管
理
を
お
願
い
し
た
い
。

◇
町
内
の
沿
道
に
ツ
ワ
ブ
キ
が
植
栽

さ
れ
て
い
る
が
、
商
品
化
す
る
考
え

は
な
い
か
。
観
賞
用
だ
け
で
は
も
っ

た
い
な
い
。

［
回
答
］
株
を
増
や
す
た
め
、
沿
道

や
ス
ト
ー
ン
パ
ー
ク
に
ツ
ワ
ブ
キ
を

植
栽
し
育
苗
中
で
あ
る
。11
月
の「
つ

わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
に
は
、
加

工
品
を
参
加
賞
に
す
る
な
ど
、
今
後

は
商
品
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

◇
町
に
は
高
校
が
な
く
町
外
へ
通
学

す
る
か
、
寮
や
下
宿
生
活
を
し
な
け

ば
な
ら
な
い
。
高
校
生
へ
の
何
ら
か

の
助
成
の
考
え
は
な
い
か
。

［
回
答
］
獅
子
島
中
学
校
を
卒
業
し

た
高
校
生
（
高
専
生
）
に
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
国
の
補
助
事
業
で
助
成

金
制
度
が
あ
る
が
、
町
内
の
高
校
生

は
通
学
ま
た
は
下
宿
（
寮
）
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
状
況
を
国
や
県
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
、
助
成
制
度
の
拡
大
を
お
願
い

し
た
い
。

◇
火
ノ
浦
か
ら
山
門
野
ま
で
の
県
道

沿
い
に
は
、
草
木
が
生
い
茂
り
、
街

灯
も
無
く
暗
い
。
高
校
生
が
バ
イ
ク

で
帰
っ
て
く
る
と
き
な
ど
暗
く
て
危

険
で
あ
る
。
街
灯
を
設
置
す
る
考
え

は
な
い
か
。

［
回
答
］
県
道
葛
輪
瀬
戸
線
で
あ
る

た
め
、
管
理
者
で
あ
る
北
薩
地
域
振

興
局
に
確
認
し
た
。
県
で
は
交
差
点

に
は
、
街
灯
設
置
を
行
う
が
通
常
の

道
路
で
は
設
置
は
し
な
い
。

「
離
島
補
助
の
拡
充
を
」

獅
子
島
会
場

◇
片
側
保
育
園
に
あ
る
遊
具
が
壊
れ

て
い
る
の
で
撤
去
で
き
な
い
か
。

［
回
答
］
す
べ
り
台
、
回
転
式
シ
ー

ソ
ー
は
撤
去
済
み
（
９
月
８
日
）。

◇
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
金
網
が
破

れ
た
り
、
ド
ア
が
錆
び
つ
い
て
い
て

開
閉
が
う
ま
く
で
き
な
い
。
修
繕
の

補
助
は
な
い
か
。

［
回
答
］
年
間
10
基
の
予
算
で
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
新
規
建
て
替
え

の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
部
の

修
理
、
補
修
に
つ
い
て
は
各
集
落
で

お
願
い
し
ま
す
。

◇
新
婚
夫
婦
の
住
め
る
住
宅
の
確
保

は
で
き
な
い
か
。
空
き
家
に
な
っ
て

い
る
教
職
員
住
宅
を
島
民
に
賃
貸
す

る
考
え
は
な
い
か
。

［
回
答
］
今
後
の
児
童
、
生
徒
の
推

移
と
教
職
員
数
を
考
慮
し
、
年
次
的

に
町
営
住
宅
に
移
管
す
る
。
空
き
家

改
修
事
業
で
は
、
総
額
の
２
分
の
１

以
内
で
１
５
０
万
円
を
限
度
額
と
し

て
補
助
金
交
付
を
し
て
い
ま
す
。

◇
『
道
の
駅
だ
ん
だ
ん
市
場
』
へ
海

産
物
な
ど
を
搬
入
す
る
際
の
輸
送
費

助
成
は
で
き
な
い
か
。
フ
ェ
リ
ー
を

利
用
し
て
、
商
品
を
搬
入
し
て
も
利

益
に
つ
な
が
ら
な
い
。

［
回
答
］
だ
ん
だ
ん
市
場
に
連
絡
を

す
る
と
諸
浦
港
ま
で
受
け
取
り
に
行

く
シ
ス
テ
ム
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

た
だ
し
フ
ェ
リ
ー
荷
物
運
賃
は
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
立
石
港
の
埋
め
立
て
地
に
数
㍍
の

花
壇
が
あ
る
。
雑
草
が
茂
り
見
た
目

も
悪
く
花
壇
と
し
て
の
機
能
を
果
た

し
て
い
な
い
。
ど
こ
が
管
理
す
る
の

か
。

［
回
答
］
立
石
地
区
の
班
長
と
以
前

協
議
し
て
お
り
、
地
元
で
管
理
し
て

も
ら
う
よ
う
協
議
済
み
で
す
。
花
壇

と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い

よ
う
で
あ
れ
ば
、
再
度
地
域
の
か
た

と
利
用
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
た

い
。

◇
幼
稚
園
の
給
食
で
、
３
歳
児
に
も

関
わ
ら
ず
小
学
生
と
同
じ
箸
の
長
さ

で
、
子
ど
も
が
箸
を
使
え
な
い
と
苦

情
が
あ
る
。
子
ど
も
用
の
短
い
箸
を

購
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

［
回
答
］
幼
児
用
に
短
い
箸
を
購
入

し
、
速
や
か
に
幼
児
専
用
の
箸
に
変

更
し
ま
す
。

↑食改会員から女性ならではの意見が出される

↑獅子島会場では離島ならではの意見や要望が
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39
年
間
の
思
い
胸
に
最
後
の
運
航

　

昭
和
50
年
か
ら
獅
子
島
の
御
所
ノ

浦
、
片
側
、
幣
串
の
３
港
と
諸
浦
港

と
の
間
で
運
航
し
て
き
た
「
す
ず
か

ぜ
」
航
路
が
、
９
月
30
日
の
運
航
を

最
後
に
、
39
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。

　

フ
ェ
リ
ー
「
ロ
ザ
リ
オ
」
の
航
路

再
編
に
伴
う
廃
止
で
、
長
年
離
島
の

「
足
」
と
し
て
利
用
さ
れ
た
航
路
の

最
後
を
、
島
民
が
惜
し
み
ま
し
た
。

　

片
側
港
で
は
「
す
ず
か
ぜ
２
」
の

最
後
の
運
航
を
多
く
の
住
民
ら
が
迎

え
入
れ
、
川
添
健
町
長
が
「
す
ず
か

ぜ
は
獅
子
島
島
民
の
交
通
を
支
え
て

き
た
。獅
子
島
へ
橋
を
架
け
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
も
努
力
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　

住
民
ら
の
温
か
い
出
迎
え
に
感
激

し
た
波
戸
正
和
社
長
は
「
27
歳
で
航

路
を
継
い
だ
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が

あ
っ
た
が
、
利
用
し
て
い
た
だ
い
た

島
民
に
支
え
ら
れ
た
」
と
声
を
詰
ま

ら
せ
ま
し
た
。

　

セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
す
ず
か
ぜ
は

湾
内
を
ゆ
っ
く
り
と
一
回
り
し
、
大

き
な
汽
笛
の
音
を
響
か
せ
、
御
所
ノ

浦
港
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

住
民
ら
は
、
船
影
が
見
え
な
く
な

る
ま
で
「
あ
り
が
と
う
」
と
声
を
か

け
な
が
ら
手
を
振
り
続
け
ま
し
た
。

↑航路廃止となった「すずかぜ 2」
↑すずかぜに手を振る住民ら

航
路
再
編
で
「
す
ず
か
ぜ
」
が
勇
退

便 諸浦港 片側港 中田港

１ 7：10 →
7：30

7：35
→ 8：05

２ 9：15 →
9：35

9：40
→ 10：10

３ 11：15 →
11：35

11：40
→ 12：10

４ 13：15 → ― → 13：50

５ 14：55 →
15：15

15：20
→ 15：50

６ 16：35 → 16：55 ―

７ 17：35 → 17：55 ―

８ 18：25 → 18：45 ―

便 中田港 片側港 諸浦港

１ ― 6：45 → 7：05

２ 8：10 →
8：40

8：45
→ 9：05

３ 10：15 →
10：45

10：50
→ 11：10

４ 12：15 →
12：45

12：50
→ 13：10

５ 13：55 →
14：25

14：30
→ 14：50

６ 15：55 → ― → 16：30

７ ― 17：10 → 17：30

８ ― 18：00 → 18：20

　
「
す
ず
か
ぜ
」
航
路
の
廃
止
に
伴
い
、
天
長
フ
ェ
リ
ー

の
運
航
時
刻
が
10
月
１
日
か
ら
改
訂
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
し
い
運
航
時
刻
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
運
賃
表
な

ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先　

天
長
フ
ェ
リ
ー
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
（
86
）
０
７
７
５

諸浦港→中田港（天草市）中田港（天草市）→諸浦港

↑波戸正和社長（写真左）と船長の憲一郎さんへ花束
　が贈られる
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総務課
防災行政無線屋外拡声子局修繕 3,075
鷹巣駐在所新築事業 40,468
旧庁舎跡地整備事業 5,200
企画財政課
阿久根地区消防組合東分遣所整備事業に係
る基金造成 27,459

長島夢追い元気発電所（太陽光発電設備）
整備事業 134,430

保健衛生課
水痘および成人用肺炎球菌の予防接種のた
めの経費 8,716

水産商工課
蔵之元漁港船揚場土砂除去工事 3,500
蔵之元漁港フェリー発着所補修工事 3,500
汐見漁港航路しゅんせつ工事 5,000
ピクニック広場改修工事 15,323

新たに太陽光発電特別会計設立
　平成 26 年第３回長島町議会定例会が９月 12
日から 25 日まで開催されました。
　今回の定例会では、鷹巣駐在所新築事業や７月
豪雨による災害復旧費などを盛り込んだ平成 26
年度一般会計補正予算（７億 6400 万８千円追
加）や２年間で総事業費を約７億 4500 万円と設
定した継続費のうち１億 3443 万円を計上した平
成 26 年度長島町太陽光発電特別会計予算などを

長島町
議会

定例会

含む 16 議案が可決され、平成 25 年度決算に基
づく健全化判断比率および資金不足比率について
の報告１件、陳情３件が採択され、平成 25 年度
長島町決算の認定については特別委員会に付託し
ました。このほか人権擁護委員に餅原美榮子氏を
適任者として答申することが決定されました。
　今回の補正予算で追加された主な事業は次のと
おりです。

単位：千円

農林課
さつまいも育苗施設整備事業補助金 9,000
有害鳥獣防止施設整備事業 32,584
耕地課
多面的機能支払交付金事業 7,371
地域の元気臨時交付金事業（本町地区農道
整備） 21,000

７月豪雨による農業用施設など災害復旧費 18,500
７月豪雨による農地災害復旧費 51,968
７月豪雨による単独災害復旧費 25,460
建設課
公営住宅建設費 37,412
７月豪雨による道路災害復旧費 6,923
７月豪雨による河川災害復旧費 190,000
７月豪雨による単独災害復旧費 13,000

優
秀
牛
が
続
々

　

９
月
、
長
島
町
秋
季
畜
産
共
進
会

と
出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会
が
開

催
さ
れ
、
町
内
か
ら
多
く
の
入
賞
者

が
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。

長
島
町
秋
季
畜
産
共
進
会

出
水
地
区
秋
季
畜
産
共
進
会

種
牛
一
部（
セ
リ
終
了
後
～
12
カ
月
）

最
優
秀
賞

　

一
席　

繁
殖
セ
ン
タ
ー

　

二
席　

町
田
光
彦

　

三
席　

山
口
正
成

　

四
席　

瀬
ノ
口
里
美

優
秀
賞　

西
村
直
樹　

森
山
秋
美　

　
　
　
　

町
口
光
２
頭　

濵
畑
順
一          

種
牛
二
部 （
13
～
16
カ
月
）

最
優
秀
賞

　

一
席　

浦
底
初
男

　

二
席　

赤
嵜
清

　

三
席　

浦
底
初
男

　

四
席　

赤
嵜
清

　

五
席　

兒
玉
美
津
子

　

六
席　

繁
殖
セ
ン
タ
ー

　

七
席　

森
山
秋
美

　

八
席　

町
田
光
彦

　

九
席　

平
田
保
男

　

十
席　

門
元
政
文

優
秀
賞　

仁
田
原
裕
司　

市
尾
德

　
　
　
　

宮
路
健
作　

井
手　

久

　
　
　
　

山
口
正
成　

西
村
直
樹

　
　
　
　

丸
橋
幸
治　

出
永
一
文

種
牛
三
部 （
17
～
23
カ
月
）

最
優
秀
賞

　

一
席　

浦
底
初
男

　

二
席　

山
口
正
成

　

三
席　

市
尾　

德

　

四
席　

浦
底
初
男

　

五
席　

宮
路
健
作

　

六
席　

町
口　

光　

優
秀
賞　

長
元
峰
男　

山
口
正
成　

　
　
　
　

古
川
修
一　

丸
橋
幸
治

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

３
部
一
席　

 

浦
底
初
男

　
　
　
　
　

所
有
「
か
え
ら
号
」

種
牛
一
部

最
優
秀
賞　

　

二
席　

繁
殖
セ
ン
タ
ー

　

三
席　

町
田
光
彦 

優
秀
賞　

瀬
ノ
口
里
美　

山
口
正
成

種
牛
二
部

最
優
秀
賞

　

二
席　

浦
底
初
男

　

五
席　

浦
底
初
男

優
秀
賞　

平
田
保
男　

町
田
光
彦

　
　
　
　

兒
玉
美
津
子

　
　
　
　

繁
殖
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

森
山
秋
美　

門
元
政
文

　
　
　
　

赤
嵜
清
２
頭

種
牛
三
部

最
優
秀
賞

　

三
席　

浦
底
初
男

　

四
席　

山
口
正
成

優
秀
賞　

市
尾　

德　

町
口　

光

　
　
　
　

宮
路
健
作　

浦
底
初
男

成
雌
の
部

最
優
秀
賞

　

一
席　

町
田
光
彦

優
秀
賞　

山
下　

肇

団
体
賞
準
優
勝　
東
事
業
所
生
産
牛
部
会

　

四
位　

長
島
事
業
所
生
産
牛
部
会
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i n f o r m a t i o n

水す
い
と
う痘

・
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

10
月
１
日
か
ら
定
期
予
防
接
種
に

水
痘
（
一
般
に
「
水
ぼ
う
そ
う
」）

と
高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
ワ
ク
チ
ン
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

接
種
対
象
者
に
は
10
月
中
に
予
診

票
と
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
全
額
自
己
負
担
だ
っ

た
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
、
水
痘
は
全
額

無
料
に
、
肺
炎
球
菌
は
一
部
自
己
負

担
に
な
り
、
よ
り
受
診
し
や
す
く
な

り
ま
し
た
の
で
、
多
く
の
か
た
が
接

種
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
水す

い
と
う痘

（
水
ぼ
う
そ
う
）】

　

水
痘
は
、
水
痘
帯た

い
じ
ょ
う
ほ
う
し
ん

状
疱
疹
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
に
よ
り
起
こ
る
感
染
症

で
、
か
ゆ
み
の
あ
る
発
疹
（
水す

い
ほ
う疱

）

が
主
な
症
状
で
す
。

　

一
般
的
に
は
軽
症
で
す
が
、
中
に

は
重
症
化
し
て
入
院
が
必
要
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
肺
炎
球
菌
】

　

肺
炎
球
菌
は
、
肺
炎
の
原
因
の

25
％
を
占
め
ま
す
。

　

肺
炎
だ
け
で
な
く
慢
性
気
道
感
染

症
、
中
耳
炎
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
に

よ
り
、
肺
炎
球
菌
感
染
の
８
割
を
予

防
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
衛
生
課
保
健
係

　

☎
（
86
）
１
１
４
６
［
直
通
］

種　類 対象年齢 接種方法 備　　考

水痘

１～２歳児

皮下注射（２回）

※ ３ ヶ 月 以 上 の 間 隔 を

空ける

・無料

・水痘にかかったことがある人は対象外

・すでに任意接種をした人は、接種した

回数分を接種したものとみなす。
水痘ワクチンを接種したこと

がない３～４歳児

（平成２６年度のみ）

皮下注射（１回）

高齢者

肺炎

球菌

60 ～ 64 歳で心臓・じん臓・呼

吸器・ヒト免疫不全ウイルス

による免疫の機能に障がいが

ある人
皮下または筋肉注射

（1 回）

・自己負担 2,500 円

　（生活保護受給者は無料）

・すでに任意接種をした人は対象外

平 成 26 年 4 月 2 日 ～ 平 成 27

年 4 月 1 日に 65 歳・70 歳・75 歳・

80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・

100 歳になる人
101 歳以上の人

（平成 26 年度のみ）

持ってますか？
お薬手帳

◇突発的な体調不良、災害時の緊急受診や入院時
の服薬状況の確認
①旅行先で急に体調が悪くなって意識を失った人
が病院に救急搬送されました。病院では緊急入院
のための各種検査などを行いますが、患者が持っ
ていた「お薬手帳」で意識を失った原因が早期に
発見され、早期治療により命が救われました。
②災害現場で着の身着のまま避難した人が、避難
先で体調を崩しました。「お薬手帳」のおかげで
迅速な治療が行われました。

◇複数の医療機関の受診による薬の飲みあわせの

チェックによる副作用、重複服用の防止

①かかりつけの医療機関から、いつもの薬が処方

されました。別の病気で異なる医療機関を受診し、

同様に薬が処方されました。薬局で「お薬手帳」

を確認したところ、同じ薬が見つかりました。ま

た、別の患者の例では飲み合わせをしてはいけな

い薬が見つかった例もあります。　

②整形外科で痛み止めを常時服用している患者さ

んが、歯の痛みで歯科医院を受診しました。整形

外科と同じ痛み止めが処方されているのを「お薬

手帳」で確認し、歯科医院の痛み止めは処方中止

になった例があります。後発医薬品の普及により

成分が同じでも薬の名前が異なる場合があり、注

意が必要です。

　「お薬手帳」は、私たちの命をつなぐ大切な手
帳です。保険証と一緒に携帯しましょう。
　「お薬手帳」を携帯することで、命を救われたり、
本来飲み合わせてはいけない薬の発見などにつな
がったケースがあります。

◎問い合わせ先　出水郡薬剤師会事務局
　　　　　　　　☎（82）4683［直通］
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女性消防団員を募集します
　

火
災
予
防
や
応
急
手
当
の
啓
発
普

及
、
災
害
発
生
時
の
避
難
所
で
の
活

動
、
高
齢
者
な
ど
災
害
時
の
避
難
行

動
に
支
援
が
必
要
な
人
の
平
常
時
の

個
別
訪
問
な
ど
、
女
性
消
防
団
が
地

域
の
見
守
り
の
担
い
手
と
し
て
、
安

心
・
安
全
に
果
た
す
役
割
は
ま
す
ま

す
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
全
国
で
女
性
消
防

団
の
発
足
が
進
ん
で
い
ま
す
。特
に
、

鹿
児
島
県
内
で
は
、
今
年
度
ま
で
に

多
く
の
市
町
村
で
女
性
消
防
団
が
発

足
す
る
予
定
で
す
。

　

隣
接
す
る
阿
久
根
市
や
出
水
市
で

は
、
現
在
積
極
的
な
活
動
が
行
わ
れ

て
お
り
、
出
水
市
で
は
今
年
２
月
、

県
内
の
女
性
消
防
団
に
よ
る
研
修
会

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
２
年
に
一
度
「
全
国
女

↑神奈川県横浜市で開催された全国女性消防団操法
　大会の様子

性
消
防
団
操
法
大
会
」
が
開
催
さ
れ

て
い
て
、
鹿
児
島
県
大
会
が
来
年
度

か
ら
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
年
度
の
全
国
女
性
消
防
団
活
性

化
大
会
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー

ト
で
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
女
性
消
防

団
な
ら
で
は
の
行
事
な
ど
も
毎
年
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
平
成
27
年
度
か
ら
、
女

性
消
防
団
と
し
て
活
動
す
る
女
性
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
募
集
条
件

　

18
歳
以
上
で
町
内
に
居
住
ま
た
は

　

勤
務
す
る
女
性

○
募
集
期
限

　

平
成
27
年
３
月
31
日

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合
東
分
遣
所

　

☎
（
86
）
０
１
１
９

11 月は不法投棄防止強化月間です
　

県
で
は
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
な
ど
の
根
絶
を
図
る
た
め
、
毎
年

11
月
を「
不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

期
間
中
は
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓

発
活
動
や
不
法
投
棄
防
止
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
不
法

投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
こ
の
機

会
に
一
人
ひ
と
り
が
「
不
法
投
棄
を

し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け
た
ら

す
ぐ
電
話
を
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、

不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
ら
、
お
近
く
の
地
域
振
興
局
ま

た
は
県
庁
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
８
１
０

　

北
薩
地
域
振
興
局
保
健
福
祉
環
境
部

　

☎
０
９
９
６
（
23
）
３
１
６
７

長
崎
鼻
灯
台
を
特
別
公
開

　

串
木
野
海
上
保
安
部
は
、
灯
台
記

念
日
関
連
事
業
と
し
て
、
明
治
30
年

４
月
８
日
の
初
点
灯
か
ら
、
周
辺
海

域
を
航
行
す
る
幾
多
の
船
舶
の
安
全

を
守
り
続
け
て
き
た
長
崎
鼻
灯
台
を

特
別
公
開
し
ま
す
。

○
日
時

　

11
月
１
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

○
実
施
内
容

　

・
灯
台
内
部
の
公
開

　

・
全
国
の
灯
台
写
真
パ
ネ
ル
展
示

　

・
灯
台
機
器
な
ど
の
展
示

　

・
海
上
保
安
庁
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

　

ラ
ク
タ
ー
「
う
み
ま
る
」
の
登
場

　

・
海
上
保
安
庁
制
服
の
試
着
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

串
木
野
海
上
保
安
部
交
通
課

　

☎
０
９
９
６
（
32
）
２
３
６
２　

11
月
１
日
は「
灯
台
記
念
日
」
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９
月

１
日

２
日

３
日

４
日

５
日

９
日

10
日

12
日
～
25
日

14
日

14
日
～
15
日

21
日

23
日

26
日

28
日

29
日

30
日

予
算
査
定　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

町
村
会
理
事
会　
　
　
　
　
　
（
鹿
児
島
市
）

お
も
て
な
し
講
演
会（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

決
算
審
査
結
果
報
告　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）　

女
性
の
声
を
聴
く
１
０
１
の
会

（
獅
子
島
ア
イ
ラ
ン
ド
セ
ン
タ
ー
）

川
内
地
域
緊
急
時
対
応
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム

（
東
京
都
）

敬
老
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
）

課
長
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
役
場
）

長
島
町
議
会
９
月
定
例
会　
　
　
　
（
役
場
）

中
学
校
運
動
会
訪
問　
　
　
（
町
内
中
学
校
）

敬
老
会
訪
問　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
町
内
）

獅
子
島
小
中
学
校
運
動
会　
　
　
（
獅
子
島
）

集
落
運
動
会
訪
問
（
町
内
）

阿
久
根
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
杯
争
奪
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会　
　
　
　
　
　
　
（
阿
久
根
市
）

交
通
・
地
域
安
全
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

（
川
床
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
）

鷹
巣
村
づ
く
り
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

（
町
総
合
体
育
館
）

北
薩
地
域
振
興
局
行
政
懇
話
会

（
町
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
）

指
定
管
理
者
協
定
調
印
式　
　
　
　
（
役
場
）

杉
ノ
段
招
魂
祭　
　
　
　
　
　
　
（
杉
ノ
段
）

国
民
体
育
大
会
鹿
児
島
県
準
備
委
員
会（
鹿
児
島
市
）

北
薩
地
区
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

（
薩
摩
川
内
市
）

旅
客
船
す
ず
か
ぜ
航
路
廃
止
セ
レ
モ
ニ
ー（
片
側
）

平
成
27
年
成
人
式
の
案
内

　

関
東
な
が
し
ま
会
の
第
８
回
総
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

同
会
は
、
毎
年
開
催
さ
れ
歌
や
踊
り
で
に
ぎ

わ
い
ま
す
。

　

関
東
在
住
で
、
会
員
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に

は
会
報
と
案
内
状
を
発
送
し
て
い
ま
す
。

　

知
人
や
友
人
な
ど
で
案
内
状
が
届
か
な
い
人

は
事
務
局
ま
で
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

11
月
16
日
（
日
）

　

受
付　

午
前
10
時
30
分
～

　

総
会　

午
前
11
時
～

○
会
場

　

上
野
精
養
軒（
Ｊ
Ｒ
上
野
駅
か
ら
徒
歩
５
分
）

○
会
費

　

男
性
（
１
万
円
）
女
性
（
８
千
円
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

関
東
な
が
し
ま
会
事
務
局　

金
磯　

善
博

　

☎
０
９
０
（
９
４
９
７
）
７
３
６
３

↑
華
や
か
な
着
物
姿
の
新
成
人
で
に
ぎ
わ
う
会
場
（
平
成
26
年
）

↑おおいに盛り上がった第７回総会の様子

　

町
で
は
、
新
成
人
で
、
現
に
長
島

町
に
住
民
票
を
置
い
て
い
る
人
お
よ

び
町
外
居
住
者
で
あ
っ
て
も
、
町
内

の
中
学
校
を
卒
業
し
、
家
族
が
現
に

長
島
町
に
居
住
し
て
い
る
人
を
対
象

と
し
た
平
成
27
年
長
島
町
成
人
式
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

○
期
日

　

平
成
27
年
１
月
４
日
（
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

○
場
所

　

町
文
化
ホ
ー
ル

○
対
象
者

　

平
成
６
年
４
月
２
日
～

　

平
成
７
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

○
会
費

　

１
０
０
０
円

　

※
町
か
ら
記
念
写
真
、
記
念
品
の

贈
呈
が
あ
り
ま
す
。

○
案
内
状

　

11
月
中
旬
発
送
予
定

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６
［
直
通
］

関東ながしま会が開催されます
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大
皿
に
親う

か
ら族

の
集
ふ
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
淵
脇
　
　
護

大
風
車
山
に
並
べ
て
夏
座
敷
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
妙
子

い
ち
じ
く
や
一ひ
と

日
晴
れ
た
り
曇
っ
た
り
　
　
迫
口
　
君
代

玉
の
汗
集
落
挙
げ
て
美
化
活
動
　
　
　
　
　
筑
前
　
初
市

踊
り
子
の
浴
衣
干
さ
れ
て
漢
を
と
こ

酔
ふ
　
　
　
　
大
堂
　
早
苗

お
囃
子
の
遠
く
に
聞
こ
ゆ
夏
座
敷
　
　
　
　
関
　
佳
代
美

里
山
の
蛇
穴
に
入
る
日
暮
か
な
　
　
　
　
　
二
階
堂
恵
子

砂
浜
に
ト
サ
カ
拾
い
の
二
三
人
　
　
　
　
　
大
堂
　
正
弘

甲
子
園
ど
ん
で
ん
返
し
や
雲
の
峰
　
　
　
　
山
嵜
加
代
子

白
萩
の
花
は
盛
り
と
友
言
ひ
ぬ
水
湧
く
社
に
何
時
の
日
行

か
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
尾
　
　
操

晴
れ
渡
る
空
に
懸か
か

れ
る
十
五
夜
の
月
餅
搗
く
兎
を
見
し
と

ふ
謂い
わ

れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
ち
江

秋
の
日
に
張
る
蜘
蛛
の
巣
の
輝
き
て
掛
か
る
獲
物
も
共
に

揺
れ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
下
　
房
代

わ
が
呼
べ
ば
応
ゆ
る
如
く
声
細
く
一
声
鳴
き
逝
く
老
衰
の

猫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樫
平
　
頼
子

久
び
さ
に
来
た
り
し
伯
母
の
歌
碑
の
辺
に
早
も
彼
岸
花
白

く
咲
き
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
尾
　
和
子

敬
老
会
に
招
か
れ
て
弾
く
大
正
琴
杖
を
片
手
に
踊
る
老
ひ

人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
之
下
典
子

学
童
の
バ
レ
エ
に
ダ
ン
ス
鉦
踊
り
敬
老
会
の
三
時
間
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
山
タ
マ
エ

杖
つ
き
て
わ
が
行
く
道
は
遠
か
ら
じ
一
歩
一
歩
と
か
み
し

め
進
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
田
美
代
子

［
短
歌
］

朴
の
花
は
み
ど
り
の
中
で
に
ぎ
や
か
に
白
を
ひ
き
た
て
や

さ
し
く
ゆ
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
仮
屋
辰
子

海
峡
の
垣
間
見
ゆ
途み
ち

過
ぎ
し
と
き
海
よ
り
碧
き
あ
さ
が
ほ

咲
き
ゐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
木
　
良
雄

惚
ず
と
も
長
く
生
る
や
気
力
な
り
弱
ね
は
か
ず
と
成
し
と

げ
な
る
や　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田　

末
則

［
俳
句
］

秋
分
や
我
考
え
の
甘
さ
か
な　
　
　
　
　
　

宗
方　

清
明

　命を犠牲にして防災無線で避
難を呼びかけ続けた南三陸町の
遠藤未希さん。その母が初めて
心情を明かした手記です。

舟
橋　

斉　

著

　絵本は大人が読んで楽しいも
の。そんな絵本がたくさん紹介
されています。

絵
本
の
風
が
ふ
く
と
き

遠
藤　

美
恵
子　

著

虹
の
向
こ
う
の
未
希
へ

兄
逝
き
し
は
終
戦
前
年
十
一
月
写
真
一
枚
に
な
り
て
戻
り

き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浜
畑
　
松
枝

辛
う
じ
て
歩
め
る
妻
に
手
を
添
へ
て
介
護
せ
し
夫つ
ま

あ
は
れ

杖
つ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
田
　
幸
子

い
つ
し
か
に
野
菜
畑
に
猫
じ
ゃ
ら
し
の
淡
き
黄
の
穂
が
相

寄
り
揺
ら
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
元
　
睦
子
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10
月
20
日
か
ら
26
日
は
行
政
相

談
週
間
で
す
。
行
政
に
つ
い
て

困
っ
て
い
る
こ
と
や
分
か
ら
な
い

こ
と
を
行
政
相
談
員
に
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

○
日
時

　

10
月
22
日
（
水
）

　

午
前
９
時
～
正
午

○
会
場

　

指
江
庁
舎
大
会
議
室

○
行
政
相
談
員

　

下
平　

隆
康
氏
（
矢
堂
）

　

清
原　

郁
美
氏
（
平
尾
中
南
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
86
）
１
１
１
１
［
代
表
］

町
立
図
書
館
の
休
館
日
が
変

わ
り
ま
す

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す

い
図
書
館
に
す
る
た
め
、
鷹
巣
、

指
江
に
あ
る
両
図
書
館
の
休
館
日

が
11
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
多
く

の
皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

○
開
館
日

　

毎
週
火
曜
日
～
日
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

○
休
館
日

　

毎
週
月
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年

　

始
（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鷹
巣
図
書
館

　

☎
（
86
）
１
３
１
１

　

指
江
図
書
館

　

☎
（
88
）
６
５
０
０

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
１

週
間
、
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動

は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
予
防

思
想
の
普
及
を
図
り
、
火
災
発
生

の
防
止
、
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
の

発
生
を
減
少
さ
せ
る
と
と
も
に
、

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的

と
し
ま
す
。
空
気
が
乾
燥
し
、
風

の
強
い
日
が
多
く
な
り
ま
す
。
火

の
取
扱
い
に
十
分
注
意
し
火
災
予

防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○
平
成
26
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語 

「
も
う
い
い
か
い　

火
を
消
す
ま

で
は　

ま
あ
だ
だ
よ
」 

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
久
根
地
区
消
防
組
合

　

☎（
86
）０
１
１
９［
東
分
遣
所
］

　

☎（
88
）５
３
３
３［
長
島
分
遣
所
］

　

県
で
は
、
動
物
の
適
正
な
飼
養

や
動
物
愛
護
思
想
を
広
く
県
民
に

普
及
啓
発
し
、
人
と
動
物
が
共
生

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
、『
か
ご
し
ま

動
物
愛
護
の
つ
ど
い
２
０
１
４
』

を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日

　

10
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

　

※
小
雨
決
行

○
会
場

　

出
水
市
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場

○
内
容

　

・
家
庭
犬
の
し
つ
け
方
実
演

　

・
ド
ッ
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

・
参
加
団
体
や
企
業
な
ど
に
よ

　

る
各
種
企
画
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
保
健
所
衛
生
係

　

☎
（
62
）
１
６
３
６

宅
地
建
物
取
引
の
無
料
相
談

　

県
お
よ
び
公
益
社
団
法
人
鹿
児

島
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
で

は
、
宅
地
建
物
取
引
に
関
わ
る
無

料
相
談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

○
実
施
日
時

　

11
月
４
日
（
火
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
会
場
＝
出
水
市
中
央
公
民
館

○
相
談
内
容

　

・
宅
地
建
物
の
取
引
に
関
す
る
こ
と

　

・
税
金
に
関
す
る
こ
と

　

・
相
続
、
贈
与
に
関
す
る
こ
と

　

・
登
記
に
関
す
る
こ
と　

な
ど

　

※
予
約
不
要
、
先
着
順

○
相
談
員

　

弁
護
士
、
税
理
士
、
土
地
家
屋

　

調
査
士
、
司
法
書
士

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
土
木
部
建
築
課
管
理
係

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
７
０
７

ご
存
知
で
す
か

　
「
税
を
考
え
る
週
間
」

11
月
11
日
か
ら
17
日
ま
で
は
「
税

を
考
え
る
週
間
」で
す
。
こ
れ
は
、

国
民
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
っ

て
い
る
税
に
つ
い
て
、
そ
の
意

義
（
必
要
性
）
お
よ
び
役
割
（
使

途
）
を
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る

こ
と
に
よ
り
、
国
民
の
皆
さ
ん
に

税
に
対
す
る
理
解
を
よ
り
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い

ま
す
。「
税
の
役
割
と
税
務
署
の

仕
事
」
を
テ
ー
マ
に
、
適
正
で
公

平
な
課
税
お
よ
び
徴
収
の
実
現
に

行
政
相
談
所
を
開
設

動
物
愛
護
の
つ
ど
い
を
開
催
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向
け
た
国
税
庁
の
取
り
組
み
や
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
紹
介
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
税
務
署

　

☎
（
62
）
０
２
０
０

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
月
間

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
）
の
加

入
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
。
労

働
保
険
は
政
府
が
管
理
、
運
営
し

て
い
る
強
制
的
な
保
険
で
、
原
則

と
し
て
労
働
者
を
１
人
で
も
雇
っ

て
い
れ
ば
適
用
事
業
と
な
り
ま

す
。
事
業
主
は
、
労
働
保
険
の
成

立
手
続
を
行
い
、
労
働
保
険
料
を

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
労

働
保
険
事
務
組
合
へ
手
続
き
を
委

託
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
公
共
職
業
安
定
所

　
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
水
）

　

☎
（
62
）
０
６
８
５

鹿
児
島
矯
正
展
を
開
催

　

法
務
省
が
主
唱
す
る
「
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環
と
し

て
、
刑
務
所
、
少
年
院
、
少
年
鑑

別
所
な
ど
の
矯
正
施
設
の
業
務
内

容
な
ど
を
広
く
紹
介
す
る
矯
正
展

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
は
刑
務
所

で
製
作
し
た
作
業
製
品
な
ど
の
展

示
、
販
売
を
通
じ
て
受
刑
者
の
円

滑
な
社
会
復
帰
支
援
に
対
す
る
理

解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

○
開
催
日

　

10
月
25
日
（
土
）
～
26
日
（
日
）

○
開
催
場
所

　

鹿
児
島
刑
務
所（
姶
良
郡
湧
水
町
）

○
内
容

　

・
所
内
生
活
紹
介
、
施
設
見
学

　

・
刑
務
作
業
体
験

　

・
刑
務
作
業
製
品
の
展
示
即
売

　

・
バ
ザ
ー
お
よ
び
軽
食
の
販
売

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
刑
務
所

　

☎
０
９
９
５
（
75
）
２
０
２
５

登
記
相
談
は
予
約
制
に

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
管
内
の
登

記
相
談
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お

り
予
約
制
が
試
行
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
登
記
相
談
に
は
事
前
予
約

が
必
要
で
す
。

○
試
行
開
始
日

　

10
月
１
日
（
水
）

○
相
談
日

　

毎
週
月
、
水
、
金
曜
日

　
（
祝
祭
日
を
除
く
）

◎
申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
出
水
出
張
所

　

☎
（
62
）
０
２
１
９

手
作
り
百
貨
店
「
出
水
商
業

デ
パ
ー
ト
」

　

出
水
市
立
出
水
商
業
高
等
学
校

で
は
、
第
18
回
出
水
商
業
デ
パ
ー

ト
を
開
催
し
ま
す
。
高
校
生
ら
に

よ
る
手
づ
く
り
百
貨
店
で
す
。
生

徒
た
ち
が
真
心
込
め
た
サ
ー
ビ
ス

で
お
迎
え
し
ま
す
。
多
く
の
皆
さ

ん
の
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

○
開
催
日
時

　

10
月
26
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◎
開
催
場
所
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
商
業
高
等
学
校

　

☎
（
67
）
１
０
６
９

鶴
翔
高
校
が
創
立
10
周
年

　

県
立
鶴
翔
高
等
学
校
が
創
立
10

周
年
を
迎
え
、
次
の
と
お
り
記
念

式
典
を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日
時
な
ど

［
記
念
式
典
］

　

11
月
１
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～

［
記
念
講
演
会
］
＝
午
前
11
時
～

○
開
催
場
所

　

式
典
、
講
演
会
と
も
に
同
校
体
育
館

※
同
日
午
後
よ
り
、
次
の
と
お
り

同
窓
会
総
会
、
記
念
祝
賀
会
を
開

催
し
ま
す
。

［
同
窓
会
総
会
］
＝
午
後
３
時
～

［
記
念
祝
賀
会
］
＝
午
後
５
時
～

○
開
催
場
所

　

Ａ
Ｂ
Ｃ
パ
レ
ス
（
阿
久
根
市
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

同
記
念
事
業
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
鶴
翔
高
等
学
校
内
）

　

☎
（
72
）
７
３
１
０

「
プ
レ
国
民
文
化
祭
」
を
開
催

　

第
30
回
国
民
文
化
祭
鹿
児
島
県

実
行
委
員
会
で
は
、
国
民
文
化
祭

の
開
催
１
年
前
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
県
民
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

「
プ
レ
国
民
文
化
祭
・
県
民
文
化

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
日

　

11
月
１
日
（
土
）
～
２
日
（
日
）

○
開
催
場
所

　

宝
山
ホ
ー
ル
お
よ
び
鹿
児
島
市

　

中
央
公
園

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
国
民
文
化
祭
室

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
６
６
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

「上手に弾けたときがすごく嬉しい」

国大会で堂々の銀賞受賞全
　８月 20 日、川床小学校２年の畠添史

ふみあき

彬君が、東京
都内で行われた第 38 回ピティナ・ピアノコンペティ
ション全国決勝大会に出場し、銀賞を受賞しました。
　元々ピアノの教師だった母親のあかりさんや兄一

いっせい

誠
君の影響を受け、４歳からピアノを始めた史彬君は、
みるみる上達し、これまでも多くのコンテストなどに
出場。毎日１時間の自宅での練習や月２回の鹿児島市
でのレッスンを受け、難しい課題曲を克服しました。
　大会では、小学２年生以下が対象のＡ１級に、史彬
君を含む全国から勝ち進んだ 80 人が出場しました。

「全国大会では、家で弾いている感じでリラックスし
ていた。以前と比べ音色が柔らかくなった」と話す
母・あかりさんですが、史彬君は「本番はすごく緊張
した。間違えることなく課題曲を弾くことができたの
でよかった」と照れくさそうに受賞の喜びを話してく
れました。

　８月に開催された南九州ブロック B&G スポー
ツ大会（いちき串木野市）と九州カヌーアンダー
ジュニア大会兼鹿児島県カヌー大会（伊佐市）に、
町内から多くの小・中学生が参加しました。
　アンダージュニア大会では、九州各地から多く
の選手が参加する中、普及艇の部（200 ㍍）に出
場した江口春記君が優勝しました。
　B&G 大会では、200 ㍍のタイムレースが行わ
れ男子の部では、小・中学生ともに表彰台を独占
しました。　

指定管理者が決定

産物生かした加工品作りを農
　指定管理者を募集していた長島町農畜産物処理
加工施設の指定管理者が決定しました。
　管理者になったのはツワブキや島ミカンなどの
加工を手掛ける、有限会社上田エンタープライズ

（上田橋一代表取締役）で、9 月 26 日、役場で調
印式がありました。
　式で川添健町長は「町の活性化につながるよう、
頑張ってほしい」と話し、代理で出席した取締役
の上田利則さんは「町のためにも発展していける
事業所として、雇用の確保にもつなげたい」と意
気込みを話しました。

夏の大会に町内から多く出場

ヌー大会で入賞者続々カ

↑川添健町長と力強く握手する上田さん

↑南九州 B&G 大会に出場した選手ら

↑自宅にあるピアノの前でトロフィーを手に喜ぶ史彬君
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町内各地で十五夜行事

月の下で奉納相撲満
　９月８日、町内の各集落で十五夜の行事がありまし
た。
　菅牟田集落では、午後７時過ぎ、まわしを腰に巻い
た男子児童や生徒らによる奉納相撲が行われました。
初めは慣れないまわし姿で、相撲を取るのに恥ずかし
そうにしていた子どもたちは、時間が経つにつれ、白
熱した取り組みをみせていました。
　観戦を楽しんでいた保護者らも土俵に上がり、男性
に限らず女性らによる取り組みも見られ、子どもらが

「がんばれ。負けないで」と応援し、集落の人たちを
楽しませていました。
　この日は、月と地球が最接近する「スーパームーン」
という現象により、普段よりも大きな満月が会場を照
らしました。

秋の交通安全週間にあわせて

顔の絶えない大会に笑
　秋の全国交通安全運動期間中の、9 月 23 日、
川床コミュニティ運動広場で、長島町交通・地域
安全グラウンド・ゴルフ大会がありました。
　町内のほか、阿久根警察署や交通安全協会から
も参加し、32 チーム、160 人が交流を深めました。
　前山良民阿久根警察署長は「高齢者が巻き込ま
れる事故が多発している。道路を横断するときな
どは十分注意しましょう」と交通安全を促しまし
た。大会結果は次のとおりです。

［優　勝］笹島 B［準優勝］田尻 B
［第３位］川床上 2

ソフトボールで固い絆

戦繰り広げた同期生対抗戦熱
　９月 16 日から 10 月３日にかけて、第９回同
期生対抗ソフトボール大会がありました。
　同級生でチーム編成し、さまざまな世代と交流
を深める同大会。下は 19 歳から上は 51 歳まで
の幅広い年代の 42 チームが参加し、城川内運動
場と川床コミュニティ運動広場を会場に、連夜熱
戦が繰り広げられました。
　優勝は、昨年に続き 34 歳組の「ぐるさんず」チー
ムでした。

↑激しいぶつかり合いが見られた中学生による取り組み

↑グラウンド・ゴルフを楽しむ参加者

↑白熱した予選での１コマ（城川内運動場）
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★地域の行事や身近な話題、耳寄りな情報をお待ちしています!
広報誌への問い合わせ、取材依頼は…　役場企画財政課広報統計係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎（86）1134［直通］

先人たちをしのび招魂祭

びっこ力士の取り組みに喝采ち
　９月 28 日、杉ノ段招魂墓地で杉ノ段招魂祭があり
ました。
　先の大戦で命を犠牲に戦った先人たちを慰めよう
と、遺族や長島町消防団員のほか、関係者らが参列し、
御霊に黙とうを捧げました。
　戦後 69 年が経過し、川添健町長は「遠い異郷の地
で志半ばに倒れた先人たちを思うと深い悲しみにおそ
われる。戦後生まれが大半を占める現代、戦争の記憶
を風化させぬよう次世代へ語り継ぎ、希望に満ちた未
来を切り開きたい」と慰霊の言葉を述べました。
　墓地下の広場では、小学生らによる相撲や剣道、弓
道が奉納され、多くの観客でにぎわいました。土俵の
周りには、保護者らが応援にかけつけ、わが子の取り
組みの様子を見て楽しんでいました。

　阿久根ロータリークラブ（瀬戸祐博会長）から
創立 40 周年事業の一環で、４月、町へ 50 万円
分の図書カードが寄贈されました。
　町教育委員会では、子どもたちの教育に役立て
ようと、図書カードを利用して本の購入をしまし
た。
　購入した本は、児童文学や小説、レシピ本など
さまざまで、鷹巣、指江の両図書館に合わせて
269 冊です。
　図書館では多くの利用者をお待ちしています。

リサイクル祭りを開催

ったいないを再確認も
　リサイクルセンターエコリア北薩（出水市）で、
８月１日から 24 日までの間、リサイクル祭りが
開催されました。
　通常の見学に加え、最終日の 24 日には、普段
見ることができない破砕設備などを見学できる
バックヤードツアーを開催しました。見学に訪れ
た人たちは、ごみの減量やリサイクルについて理
解を深めました。
　また、修理再生された自転車や家具などの抽選
会のほか、衣類、書籍などの無料頒布が行われ、
多くの人でにぎわいました。

↑慰霊の言葉
を述べる川添
健町長

ロータリークラブの寄附を利用

用しやすい図書館へ利

↑バックヤードツアーの様子

↑本棚に並んだ本の数々（指江図書館）

←熱戦を見せ
たちびっこ力
士たち
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町内各集落で敬老会

生の先輩敬い集落でうたげ人
　敬老の日にあわせ、９月 13 日から 15 日、各集落
で敬老会がありました。
　14 日、脇崎集落（竪山隆一公民館長）では、集落
を支えてきた先輩たちにごちそうを振る舞い、交流を
深めました。川添健町長もお祝いにかけつけ「皆さん
は町の活性化の原動力。長島の福祉をさらに充実した
い」とあいさつしました。
　脇崎集落に住む大田泰さんは「焼酎が美味しい。適
度な量が長生きの秘訣」と顔を赤らめながら笑顔で話
しました。
　一方、９日には、今年度 100 歳を迎える町内の６
人の高齢者を対象に内閣総理大臣から表彰状が伝達さ
れました。このほか、町内の 80 歳以上の 1,480 人に、
町から敬老祝い金が交付されました。

球技で交流し健康増進図る

くさん笑って健康にた
　９月 30 日、長島町老人クラブ（平下英治会長）
による平成 26 年度老人クラブ グラウンド・ゴル
フ大会が開催されました。
　38 チーム、約 200 人が参加した大会では、誤っ
て隣のコースへボールを打ち、そのコースで見事
ホールインワンしてしまうハプニングが発生する
など、終始笑いの絶えない大会となりました。
　大会結果は次のとおりです。

［優　勝］川床 A
［準優勝］山中 A
［３　位］上揚

ライオンズクラブが福祉用具寄贈

祉や介護に役立てて福
　９月、長島ライオンズクラブ（川上勇会長）が
町内の福祉施設に福祉器具を寄贈しました。
　同クラブの創立 30 周年を記念した事業の一環
で、町内の４施設の要望に応えて、必要とする福
祉器具を寄贈したものです。
　あかね園では、リクライニング式の車いすが川
上会長から贈られました。
　同園の飯尾順子園長は「通院時、長時間座るこ
とが難しい利用者がいる。介護に役立てたい」と
喜びました。

↑脇崎集落で元気な笑顔を見せてくれた高齢者の皆さん

↑グラウンド・ゴルフを楽しむ参加者

↑利用者の皆さんと写る川上会長（後列右から２人目）。
　手前は寄贈されたリクライニング式の車いす

一
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（　）内は前月比

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

謹
ん
で
お
悔
み

　
　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

11,098 (     +3)

平成 26 年 9 月 30 日現在

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

長
島
つ
わ
ぶ
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
実
行
委
員
会

　
（
役
場
景
観
推
進
課
内
）

　

☎
（
86
）
１
１
３
６
［
直
通
］

　

次
の
か
た
か
ら
広
報
「
長
島
」

送
付
の
お
礼
と
し
て
、
金
一
封
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

  5,361 (    ± 0)
5,737 (     +3)

  4,471 (    ± 0)

　
「
ぐ
る
っ
と
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
」
整
備

事
業
で
、
町
内
の
沿
道
な
ど
に
着
実
に
株

を
増
や
し
つ
つ
あ
る
ツ
ワ
ブ
キ
。

　

秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
は
、
写
真
の
よ

う
に
鮮
や
か
な
黄
色
い
花
を
咲
か
せ
ま

す
。

　

町
で
は
、
満
開
と
な
っ
た
ツ
ワ
ブ
キ
の

花
を
眺
め
な
が
ら
、
長
島
を
歩
い
て
楽
し

ん
で
も
ら
お
う
と
「
第
１
回
長
島
つ
わ
ぶ

き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

開
催
要
領
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
開
催
日
時

　

11
月
30
日
（
日
）

　

午
前
９
時
40
分
開
会

○
コ
ー
ス

　

鷹
巣
運
動
場
を
発
着
し
、
川
床
で
折
り

　

返
す
13
㌔
と
７
㌔
の
２
コ
ー
ス

○
参
加
資
格

　

小
学
生
以
上
で
健
康
な
か
た

○
参
加
料

　

小
・
中
・
高
校
生
（
１
０
０
０
円
）

　

一
般
（
１
５
０
０
円
）

○
申
込
締
切

　

11
月
７
日
（
金
）

※
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ツ
ワ
ブ
キ
眺
め
な
が
ら

の
ん
び
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
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▽
同
期
生
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
に
取
材
を
兼
ね
て
参
加
し
ま
し

た
。
私
は
初
戦
の
１
試
合
し
か
参

加
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
、
チ
ー

ム
は
、
そ
の
後
数
試
合
勝
ち
進
ん

で
い
た
よ
う
で
す
。
同
級
生
の
み

ん
な
、
お
疲
れ
さ
ま
。
▽
反
省
会

も
は
ず
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
参

加
で
き
ず
に
残
念
で
す
。
年
に
一

度
、
仲
の
良
い
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

り
、
気
兼
ね
な
く
語
り
焼
酎
を
飲

む
こ
と
も
、
ま
た
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。
大
会
に
も
参
加
し
続
け
、

反
省
会
も
幾
度
と
な
く
繰
り
返
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
楽
し
い
飲
み
会

で
の
話
題
が
、
10
年
前
と
比
べ
変

わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。そ
れ
は「
頭

皮
の
悩
み
」。生
え
際
の
後
退
だ
っ

た
り
、
髪
の
量
が
少
な
く
な
っ
て

き
た
り
…
。
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
悩
み

を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
私

の
場
合
、
頭
皮
よ
り
も
お
腹
ま
わ

り
が
…
。
来
年
も
こ
の
話
題
に
花

を
咲
か
せ
、
そ
し
て
こ
の
話
題
に

悩
み
を
抱
え
る
メ
ン
バ
ー
が
、
ま

た
１
人
２
人
増
え
る
の
で
し
ょ
う

か
。
１
年
経
つ
ご
と
に
い
ろ
い
ろ

楽
し
み
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
話
し
を
し
て
い
る
私
た
ち
は
、

今
年
33
歳
に
な
る
ア
ラ
サ
ー
真
っ

最
中
の
男
子
で
す
。（
赤
嵜
慶
和
）

　

ナ
イ
ス
ス
マ
イ
ル
・
う
ぶ
声
・
お
く
や
み
な
ど
は
、

個
人
情
報
保
護
の
た
め
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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↑秋風に揺れるヒマワリの花

　

９
月
22
日
、サ
ン
セ
ッ
ト
の
丘（
指

江
）
に
、
ヒ
マ
ワ
リ
が
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。

　

ヒ
マ
ワ
リ
は
、
８
月
12
日
、
気
温

32
度
の
猛
暑
の
中
、
種
ま
き
さ
れ
た

も
の
で
、
そ
の
後
す
く
す
く
と
生

育
。
ヒ
マ
ワ
リ
は
、
約
１
カ
月
ほ
ど

少
し
遅
れ
て
ヒ
マ
ワ
リ
が
開
花

　

町
で
は
、
宝
く
じ
文
化
公
演
会
と
し

て
演
劇
「
萩
咲
く
頃
に
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

○
出
演

　

音
無
美
紀
子
、
大
和
田
獏
ほ
か

○
開
催
日
時

　

11
月
24
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分
開
演

○
会
場

　

町
文
化
ホ
ー
ル

○
入
場
料

　

前
売
券　

２
０
０
０
円（
全
席
自
由
）

　

当
日
券　

２
５
０
０
円

文
化
公
演
会
を
開
催

○
前
売
券
販
売
開
始

　

10
月
18
日
（
土
）
午
前
９
時
～

○
販
売
所

　

町
文
化
ホ
ー
ル

　

町
内
外
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

☎
（
88
）
５
６
９
６
［
直
通
］

で
１
５
０
㌢
を
超
え
る
高
さ
に
ま

で
成
長
し
、
22
日
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当番医の利用は急患に限ります。ご協力ください。

※行事予定・当番医等は都合により変更される場合があります。（○休日当番医、□休日当番薬局、◇小児当番医 10 時～正午）
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○鷹巣診療所 86-0054
○恒吉医院 82-0048
○三慶医院 63-2333
○北国医院 72-0016
○脇本病院 75-2121
○はしぐち歯科クリニック 62-8241
□タカラ調剤薬局 62-8813
□上野薬局 72-1016
□長島調剤薬局 64-5555
◇出水総合医療センター67-1611

文化の日

○飯尾医院 88-5040
○平田整形外科クリニック 62-8801
○野田診療所 84-2023
○有村産婦人科・内科 73-4180
○久木田歯科医院 73-0470
□ひまわり薬局 62-6070
□野田調剤薬局 84-2856
□さかえまち薬局 72-0978

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎乳児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

○平尾診療所 88-2595
○クリニック．なかむら 62-0241
○せき耳鼻咽喉科 64-1187
○上園医院 73-1055
○白男川歯科医院 63-0009
□ふれあい薬局 63-3070
□メープル薬局 62-9292
□本町薬局 73-3233
◇こどもクリニック永松64-1500

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

◎ラッコ・からだスッキリ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

○長島クリニック88-6405
○林泌尿器科クリニック64-8800
○さくら通りクリニック62-2311
○内山病院 73-1551
○田畑歯科医院 62-0888
□マリン薬局 63-6678
□さくらんぼ薬局 68-7000
□本町薬局 73-3233
□しおかぜ薬局 88-6011
◇出水総合医療センター67-1611

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■燃えないごみ（獅子島）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎からだすっきり教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■資源ごみ（獅子島）

◎３歳６カ月児健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油（獅子島）

勤労感謝の日
○長島クリニック 88-6405
○友愛クリニック 64-2101
○わかずぎクリニック 64-1313
○しみずこども医院 68-0633
○しお歯科医院 67-5844
□めぐみ薬局 82-5551
□いずみ調剤薬局 68-5822
□すくすく薬局 72-5010
□しおかぜ薬局 88-6011
◇しみずこども医院 68-0633

振替休日

○鷹巣診療所 86-0054
○福元医院 67-3200
○荘記念病院 82-3113
○鶴見医院 73-0553
○中島歯科医院 82-0020
□ハート薬局 79-3877
□しもずる薬局 64-2211
□会営薬局阿久根店 72-5060
□長島調剤薬局 64-5555

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

◎ラッコ教室
（保健福祉センター）

■資源ごみ・燃えないごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）
■びん・有害（獅子島）

◎幼児歯科健診
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）
■天ぷら油
（平尾・蔵之元・川内）

（鷹巣・諸浦）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）
■天ぷら油
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

◎母子相談
（保健福祉センター）

■燃えるごみ
（城川内・指江・下山門野）
（山門野・川床・浦底）

（獅子島）

● 11月３日は文化の日です。
　文化の日は「自由と平和を愛し、文化をすすめる」ことを趣旨としています。

祝日には、国旗を掲げましょう！
● 11月 23日は勤労感謝の日です。
　勤労感謝の日は「勤労をたっとび、生産を祝い、国民互いに感謝しあう」ことを
趣旨としています。

○飯尾医院 88-5040
○整形外科ばばぐちクリニック64-8260
○しもぞのクリニック 63-8300
○いまむらクリニック 73-1700
○児島歯科医院 86-1266
□フタヤ薬局 67-5253
□ D・ML五万石薬局 63-8800
□市民調剤薬局 68-0150
◇出水総合医療センター67-1611


